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令和6年度
外部講師を活用したがん教育等現代的な健康課題

理解増進事業

安中総合学園高等学校における
「がん教育」の取り組み

群馬県立安中総合学園高等学校
保健体育科 髙屋 剛士

はじめに
「がん教育は、健康教育の一環として、がんについての正しい理解と、が

ん患者や家族などのがんと向き合う人々に対する共感的な理解を深めること
を通して、自他の健康と命の大切さについて学び、共に生きる社会づくりに
寄与する資質や能力の育成を図る教育である。※」このことを踏まえ、「が
ん」に関わる基本的な知識を習得した上でがん患者との共生を意識し、生徒
自身の家族や大切な人ががん患者となったときにどのように寄り添っていく
かを考えるきっかけにしたい。また、何気なく過ごしている当たり前の日常
がいかに貴重であるかを自覚させ、より一層の健康の保持増進と生活の質を
高めることに繋がることを期待したい。

【※「がん教育」の在り方に関する検討会より 文部科学省】

１．指導計画
・第１時 「がんの原因と予防」

・第２時 「がんの治療と回復」

・第３時 講演「がん教育プログラム～がん患者の支援を中心に～」

講師：田中 俊行先生（高崎総合医療センター医師）

対象：第１学年

・第４時 「がん患者の想いに寄り添う」

※文部科学省スライド教材を積極的に活用

（公開授業）

（外部講師の活用）

２．講演会について
【ねらい】

①がんという病気を正しく理解することができるようにしよう。

②がんについて学ぶことや、患者を支援することを通じて、健康と命の大切さ
について主体的に考えることができるようにしよう。

上記の２つを講演会のねらいとし、高崎総合医療センター医師の田中俊行先生
に『がん教育プログラム～がん患者の支援を中心に～』というタイトルでご講
演いただいた。講演会では、文部科学省スライド教材の活用を御願いした（同
じ教材を公開授業でも活用）。

※文部科学省スライド教材を積極的に活用
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講師：田中俊行先生
（高崎総合医療セン
ター医師）

※現在は、緩和ケア
を中心に活動されて
います。

３．講演会『がん教育プログラム』
〈がん患者の思い〉

・患者の意思が最優先

・希望する生き方を尊重する

・価値観の違い

答えは患者自身の中にある

〈がん患者との接し方〉
・家族は第2の患者

・家族は患者以上に辛い側面がある

・患者の好きなこと、興味のあることに寄り添うこと
が大切

・患者はこれまで通りの接し方を望んでいる

・患者と一緒に治療法を探していくことが大切

がん発症 緩和ケアの開始【重要】

４．公開授業
・日時 令和6年11月11日(月)

第5校時(13:35~14:25)

・対象クラス 第1学年1組38名

・場所 1年1組教室

・単元名 現代社会と健康

「がんの原因と予防・がんの治療と回復」

・本時の目標 〇がん患者との共生を意識し、患者が「何を望むのか」、

「何を求めているのか」について思考することができる。

５．授業の流れ
【授業前の配慮として】※養護教諭と連携

授業中に辛くなったり、気分が悪くなったりした場合は退席して良いことを伝える。

①前回（講演会）の振り返り（要所で講演会と同じスライド教材を活用しての振り返り）

②本時のねらいについて確認（がん患者の想いに寄り添う）

③グループワーク〈事例１、事例２〉

「父親が優先させたいものは何か」を考える。〈事例１〉

「女性が望んでいること、女性の積極性を拒んでいる要因」を考える。〈事例２〉

・個人で考えた後に、各班でGoogleスライドに意見を書き込む。

・各班の意見を共有することで、多様な価値観があることを知る。

【文部科学省がん教育推進のためのスライド教材を活用】
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④個人ワーク

テーマ：自分の大切な家族が『がん』になったとします。患者が前向きに治療を行うために、
自分ができる支援（寄り添い方）を考えてみよう。

・各自がワークシートに取り組む。

・他者の意見を参考にしながら、がん患者との共生について具体的な方策を思考する。

⑤本時のまとめ

・がん患者への想いに寄り添う。

・がん患者への寄り添い方。

２つの視点に沿って、まとめを行うことで、本時の

目標に迫りたいと考えた。
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公開授業
グループワーク資料

生徒の意見
○父親は家族を優先させたい。
○子どもの理解がおいつかない。
○こどもの負担 等
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公開授業
グループワーク資料

【望んでいること】
○これまでと変わらず生活したい。
○悩みを共有できる仲間が欲しい。

【拒んでいること】
○デリケートな部分の傷が残ってしまったため。
○大きな病気をしてしまったことによる他人からの偏見。
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【記載例】
○対象：母
○どのようにして寄り添っていくのか
家事など、自分でできることは自分でもやっていきたい。
母の話を聞いてあげたい。母の趣味の時間を大切にしてあげたい。
いつもどおりに振る舞って、寄り添えるときに寄り添っていきたい。
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最後に
• がんに関する正しい知識を身に付けるのに、外部講師の講演会が効果的で
あった。

• 講演会と授業との関連性をもたせるために、両方で「文部科学省スライド
教材」を活用したことが、基本的な知識の定着につながった。

• 講師との連携（打合せ、スライド教材の活用等）により、がん教育のねら
いや方向性が明確になった。その成果もあり、授業では、生徒はがんに向
き合い、よく考えている姿が見られた。

• 「文部科学省スライド教材」をもとに講演会・授業を組み立てたが、分か
りやすく、使いやすいものであった。
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ご清聴有難うございました

33

takimoto-t
長方形

takimoto-t
長方形


